
質的統合法（KJ法）を用いた研究の分析スーパーバイズの流れ 

 

質的統合法（KJ法）は、継続的な研鑽が必要で、研究として分析をすすめるには、スーパーバイズ

が必要となってくることが多いようです。弊社ではご希望の方に質的統合法（KJ法）の分析のスーパ

ーバイズを実施しています。ご依頼から指導開始までの主な流れは以下ですので参考にして下さい。 

 

 

これまでの実績では、データ収集が終了した時点から開始される方が多く、分析データ（★）は、 

① データの単位化を実施したもの または、②グループ編成の 1段階目（Ａラベル）の集めと表札 

を確認させてもらっており、図解だけの指導等は難しいと考えています。 


